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読み聞かせを二倍楽しむための学習会  
   地域の文庫「柿の木文庫」をたずねて 

   鶴川第二小学校 読み聞かせの会    篠 田 由 貴 

鶴川第二小学校での朝の読み聞かせ活動も

すっかり定着し、子どもたちも、保護者も、朝

のふれあいの時間をとても楽しみにしている。 

 しかし、一方、だれもが多かれ少なかれ、自

分の読み聞かせについて迷ったり悩んだりし

ているのではないだろうか。  

「今日読んだ本はよかったのかしら?」「学年

が進んできて、どんな本を読むのがいいのだろ

うか?」こんなつぶやきも聞こえてきた。 

そこで読み聞かせの時間をもっと充実させ

るために長くお話会をされている方の経験や

考えを聞く機会を持ったらどうか、と企画され

たのが、この学習会である。 

幸い、当地鶴川には２０年以上の実践を積ま

れている柿の木文庫さんがあり、快く協力して

くださることになった。 

５月２６日、うす曇りの天気のなか、２７人

の保護者が集った。柿の木文庫の方々、近隣の

小学校で活動されている方をあわせると、４０

人もの大きな集まりとなった。読み聞かせを介

し、多くの大人が手を携え、子どもたちを育も

うとの話のあと、さっそく柿の木文庫さんによ

るおはなし会が始まった。 

演目は「マーシャとくま」「たらばがにのは

る」「でてこい でてこい」の３つである。 

お話してくださる方はいつものかわいい子ど

もたちと勝手が違うと少し困惑しながらも、そ

れぞれの個性を感じさせてくださるすばらし

いおはなしを披露してくださった。観ているほ

うもどんどん子どものような気分になり、ただ

ただおはなしに引き込まれた。こんな経験こそ、

あとあと自分を高める原動力となるのではな

いだろうか。 

次に、柿の木文庫の方のお名前を紹介、同時

にご自身の大好きな本を教えていただいた。一

冊にはとても決められない、とその場でさらに

迷っている姿に、なんとも嬉しくなってしまっ

た。この本のここが好きなんです、と語ってく

ださるときの表情がきらきらとしていた。自分

たちもそんな本に出会いたいなと思って聞い

た方も多いだろう。  

小学校での読み聞かせの様子を笑いをふく

めて話していただいたり、２つのグループに分

かれて、自分たちが日ごろ迷ったり考えたりし

ていることを出し合ったりした。若い世代の保

護者ほど人と意見を交わす経験が少ないので

はないかと危惧している。真剣に話し合う関係

を築くのが難しい。そんな中、子どもたちのこ

とを本を通じてきちんとした話ができる、この

ことの意味はとても大きいと思う。 

またこの学習会で子どもの学年が違うお母

さんたちと出会えたことも嬉しいことである。

少しずつでもこのつながりを大切にしていけ

たらと願っている。 

 最後になりましたが、この会をよりよいもの

にしようとご尽力いただいた柿の木文庫のみ

なさま、ありがとうございました。心よりお礼

申し上げます。 （しのだ ゆき） 
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〔 人と自然連続講座 ‐その２－〕 

記録映画上映「たまはがね 子どもがひらいた古代製鉄の道」 

（民族文化映像研究所製作：85分） 

 ＆ 姫田忠義監督を囲んでの談話会 

共催：町田の図書館活動をすすめる会 

野津田雑木林の会 

           後援：町田市教育委員会 

５月１４日（日）１３時～１６時 会場：町田市立中央図書館 6Fホール 

  

 上映作品は＜越前平野の山地の裾にある

小学校の子どもたちが、生まれ育ったふるさ

との川から砂鉄を集め、古代の製鉄方法で直

径数ミリの銀白色に輝く鉄の粒『たまはが

ね』を取り出した＞作業の記録です。校長の

呼びかけで自由参加の形態で子どもたちが

取り組んだ作業ですが、父兄の大人たちが協

力し、ＰＴＡの活動の場にもなった一部始終が克明に記録されています。 

 

 今回、主催者の私たちは、この企画に先だっ

て行った野外での炭やき「伏せ焼き・穴焼きの

実践」（前 111 号参照）と上映作品を関連づけ

て“火”について語り合いたいと考えていまし

た。（映画の中には、炉内の温度を調節するた

めに風の送り口を閉じたり開けたりしながら

送風量と温度の関係を探っていく子どもの姿

もあり、「すごいな」を感じさせられるのです）。 

 ところが、当日は、映画の中に登場する大人

の姿のすばらしさの方に話題が盛り上がりま

した。「こういう大人がいることに感動しまし

た」と。 

 それを受けて姫田監督は「越前というところ

は“匠の里”なんですよね。様々な手の技が伝

わっている。金もうけの話をしているのではな

く、人間の感性の世界。全体を包む人間の在り

方を大事にしている側面がありますね」 

「（映画の）最後に、校長が子どもに『ありが

とう』と言っていますが、教育者の真髄といえ

ると思いますね」 

「いっぺんにあれだけの子どもたちが動いた

のではありません。それぞれ、関心の持ち方が

違う。担任の声のかけ具合 ― あの人の存在は

大きいと思いますね」等々。 

 

 当日の参加者は約３０名。主催団体の会員が

主でしたが「生きていく力というものが、何か、

切り離されていく中で、どうやってそれをとり

もどしていったらいいのか」という質問には

「これは結論ではないが…ひとつ言えるかな

と思うのは、自然との対応感覚というものを可

能なかぎりよみがえらせることですね。体験の

場を開いていく―-それは先に立っている大人

の使命でしょうね。結果として伝えようとする

のも大事だが、子どもたちに『おもしろい』と

思ってもらえる伝え方――そういう風に考え

ることが、僕は楽しいな」と答えていただきま

した。 

 「人と自然連続講座」は、いま教育現場に関

わる方々に交わっていただいて、より深めて見

たい内容となりました。 

            （久保 礼子） 
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～ ☆ ～ 町田の学校図書館を考える会 ～ ☆ ～ 

【 議 題 】 

(１)  2005年度 活動報告 

① 会主催のつどい及び講演会を実施 

・5／29：小・中学校図書館の現状についての意見交

換 16名参加 

・3／19：講演会「弾き語りと朗読 子どもの十字軍」

一鷲さん・茂呂久美子さん 45名参加 

② 会紹介の新リーフレット作成（活動報告を毎年

書き換える形） 

③ 教育部長との懇談・市議会議員（吉村さん）と

の懇談 

④ 連続講座（6回）実施。 

・11／5ノンフィクション 

・11／12著作権  

・12／4中学校の図書館紹介  

・1／21本の修復  

・1／28ブックトーク 

・2／11交流会 

(２) 2005年度 決算報告（省略） 

２００６年度 

(３) 役員選出  

出席者少数の為、保留。 

正式決定まで、前年度役員が継続。 

代表：水越規容子 

副代表：小林陽子・市川博子 

会計：芦田美佐子 会計監査：清水陽子 

(４) 活動計画 

① 会の輪を広げる 

（PTAなどの場で、存在をアピール） 

② 講座の実施（図書館協賛にして、図書館から広報

するなどの効率的な広報方法を考える） 

③ 行政への働きかけ  

④ 他市との交流（見学：連続講座に組み込むのも

可・勉強会：分担して参加・報告） 

⑤ 講演会（計画的に早い時期に） 

(６) 予算（200６年 4/1～2007年 3/31)＜省略＞ 

＜質問・意見など＞ 

①会報誌について： 通信費と原稿依頼が大変で 05

年度は出せなかった。『知恵の樹』にそのつど報告を

載せているのでなるべくそちらを読んでもらうこと

に。会の活動をアピールするためには、なるべく復

活の方向で考えていく。 

②『ぱっちわーく』について 

『ぱっちわーく』の購読方法：  希望者にはメール

便等を利用して回すことにする。その後は定例会な

どで回覧。 

③勉強会出席などの交通費について： 会の代表とし

て参加した勉強会の際の交通費については、資料を

持ち帰る・報告をするなどを条件に支給することに

する。          （市川） 

定例会（2か月分をまとめて報告します） 

○5月定例会(５/20) 14：30～16：20 

出席：芦田・市川・清水・谷藤・土屋・伴・水越 

(1）持ち寄った図書館でのアイデア紹介。 

・古いカレンダーを利用しての卓上日捲り方式の本

の紹介 

・学校図書館便りの拡大コピーを掲示ポスターに 

・本の帯を貼ってコメントをつけた、本の紹介 

(2）定例会前半分の日程を決定 

場所は公民館 6階無料相談コーナー／予約不要・

変更可能なことから。 

 6／14（水）18：30～ 

 7／12（水）10：00～ 

 8／30（水）午後（終了後、納涼会） 

(3）講座の内容を検討 

●お知らせ 

 ネットから市議会議員となった吉村こずえさん

（元学校図書館を考える会会員）が学校図書館に大

きな関心をお持ちだということから、会員の中西さ

ん（元市議会議員）・伴さんの橋渡しで懇談を持ちま

した（5月 6日、伴・水越・谷釜参加）。 

2006年度 総 会   報告 

 5月 20日（土） 13：50～14：30 

中央図書館 6F中会議室にて／出席者 7名    
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この詳細は後述。 

○6月定例会 14日（水） 18時半～21時 

公民館 6階にて 

  出席： 小寺、清水、谷釜、伴、水越 

(1) 6 月 11日行われた「開こう！ 学校図書館」

の報告と感想   ―谷釜さんより― 

 午前中の山口氏の「教育基本法と学校図書館」に

ついては資料のみ。 

 午後の松岡氏の「政府の図書館施策を考える」で

は図書館政策関連法などを幅広く引用して、地方分

権型社会の創造を謳いながらも実は官治主義の方向

を強めている現状分析と、住民のための図書館を創

造する取り組みの必要性が訴えられた。 

20分という短い時間での講演で、早口でさ～っと話

され、なんだかよくわからなかった、という感想も

もれ聞こえたそう。 

 実践報告は 

 ・東大和文庫連から：現在東大和市では 15校中 6

校に臨時職員として学校司書を配置済み、今後３年

間で全校配置の予定。配置に至る経緯では文庫連の

活動が大きく影響しており、現在も司書の活動を側

面からバックアップするよい支援の体勢ができてい

るとのこと。残念なことに町田での文庫連は閉会に

なっており、地域や保護者を巻き込んだ運動の持続

の必要を改めて感じた。 

 ・荒川区司書教諭から：荒川区ではここ数年動き

が活発で、学校司書もようやく３３校中４校に配置、

今後増やす方針。授業での図書館の利用などが報告

されたが、そうした実践に敏感に区教委が反応した

結果だろう。前年度学校図書館の蔵書を一斉に調査

した結果、文科省図書標準にとうてい及びもつかな

いことが明らかになるや、今年度中に１００％達成

せよとのお達しが区長より下り？ 驚くなかれ１０

００万円の図書購入費がついた中学校もあるという。

ところが司書の配置は進んでいないので、購入図書

の選定ができない、受入できないといった悲鳴も聞

かれるようだ。図書館を整備するには順序が大切と

は山本さんの弁、その通り。それにしても１０００

万円とはいわないから、４００万円ぐらいは欲しい。

町田のどの学校も今すぐ購入したい本がそのくらい

はあるのではないだろうか・・・。 

(２)６月２７日図書指導員および図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱのた

めの研修会（中央図書館主催 ホールにて） 

 図書館主導による研修会の実現で大変喜ばしい。

大きな前進だと思う。学校図書館整備の方法や子ど

もたちに本を手渡す際の心構えや効果的な方法につ

いて、実践的なアイディアも含めて北村さんよりお

話された。新しく指導員になった人にとってこのよ

うな企画はとても心強いし、長く関わっている人に

とっても自分のやり方を検証し、見直す良いきっか

けになると思う。今後もぜひ継続・発展していくこ

とを期待したい。教員への参加を呼びかけてほしい

との意見もあり。 

 学校図書館の問題は学校だけのものではなく、公

共図書館が積極的にバックアップしなければならな

い時期に来ていることは誰も否定しない。先の東大

和市でも年に数回、市教委指導課・市立図書館・学

校司書が集まる懇談会が開かれ、その結果がいろい

ろな協力関係に反映している。町田でも将来的に市

内全校と図書館とを結ぶネットワークの構築は必至

であり、そのためにも３者（私としてはここに当然

司書教諭も含む）の懇談会・意見交換は必要と思う。

その伏線にもなりうる市立図書館からの働きかけ、

大歓迎です。 

（３）町田では図書指導員が配置されて５年（モデ

ル校７年）が経つが、経つほどに学校間格差も明ら

かになりつつある。たとえば分類の仕方や配架の仕

方、また購入図書選定の仕方など。町田市独自の学

校図書館整備基本マニュアルのようなものが必要な

のではないか。特に新しく指導員になった人には必

要。充実検討委員会の構想の何一つ実現していない

事などを考えると、市教委との懇談会をお願いしよ

うということになった。昨年度は教員の参加はなか

ったので、今年度はぜひ教員にも一緒に参加しても

らえるように日時を設定したい。   （水越）           

次回定例会は７月１２日（水）午前１０時。  

      ８月３０日午後 ～ 納涼会へ 
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 市議会速報  学校図書館について  

６月９日の市議会にて生活者ネットの吉村こずえ

議員より「学校図書館、図書指導員の課題について

問う」と題する一般質問が行われました。議事録は

まだ公開されていませんが、部分的な要約をお届け

します。1 時間に及ぶ質問と答弁で急ぎ要約しまし

たのでかなり不十分ですので、申し訳ありませんが

細部についてお聞きになりたい方は以下のサイトへ

アクセスしてください。（水越） 

町田市議会 平成１８年度第二回定例会 

http://www.gikai-machida.jp/live/f_live.html 

 

「学校図書館、図書指導員の課題について問う」  

質問者： 吉村こずえ議員 

＜吉村＞ 

 人が生き生きとした人生を送るには、子ども時代

の読書が欠かす事のできない重要な要素としてある。

町田では１９９９年に市内６校をモデル校として図

書指導員がはじめて置かれてから今年で８年目とな

り、その間には２００１年に全校配置、また２００

３年には司書教諭の発令などが行われた。学校図書

館が整備され児童・生徒の利用も高まり、一定の成

果があったものと評価はしているが、しかし町田市

立図書館協議会が２００４年におこなった「市立図

書館の学校図書館支援のあり方についての提言」な

どを読むと、いくつかの課題が浮上してくる。 

・図書指導員の全校配

置から５年を経過した

今、市長ならびに教育

長はどのように評価し

ているか 

・学校図書館がより充

実していくためにはそこに関わる人の質的向上と情

報交換が必須であり、図書指導員および司書教諭の

研修のあり方はどうなっているのか 

・パソコン管理システムとそのネットワーク化につ

いては計画はあるのか 

・市立図書館の団体貸出の物流システムについては

どうか 

＜教育長＞ 

前掲の市立図書館協議会の提言を読むと、いずれ

の学校においても図書館の利用状況は大きく向上し

ており有効に活用されているものと認識している。

指導員ならびに司書教諭の研修については今年度２

回（各１回）を予定している。指導員向けの研修は

５月に既に行った。 

＜吉村＞ 

確かに初期の目的は達成されたかと思う。しかし

いくつかの学校図書館を視察したのだが、新しい本

が少なくまた蔵書不足が見られること、指導員によ

って学校間格差が生まれていることなどが感じられ

る。すべての児童・生徒が等しく読書の喜びを享受

するためには、学校図書館を一定水準に引き上げる

努力が今必要なのではないか。町田では市民の運動

が引っ張ってきた経緯があり、行政や市立図書館の

積極的な取り組みが必要と思う。 

研修についても、実は欠席する人も多いと聞いて

いる。学校長から出ても出なくてもいい、といわれ

ているところもある。これではとてもレベルアップ

には繋がらないのではないか。 

司書教諭の現状についても前掲の「提言」の中に、

司書教諭としての仕事ができていないと答えた割合

が非常に多く、司書教諭が十分に活動できていない

現状が見て取れる。 

＜教育長＞ 

夏に司書教諭の研修を計画しているが、こちらに

指導員の希望者の参加を認めるつもりでおり、また

そこで司書教諭と指導員の交流の場を作る方向で今

検討している。研修を増やす事については今年度中

は難しいが、今後の課題として検討していきたい。 

＜吉村＞ 

ぜひ学期に１度程度の研修の機会を作るようお願

いしたい。 

「提言」の中の指導員の回答に「指導員としての

活動が十分にできていない」と答えた人がおり、そ

の理由として「仕事がわからない」「教員の協力が

ない」「研修がない」「待遇が不十分」などが挙げ

られている。５年を経過して「わからない」と答え

http://www.gikai-machida.jp/live/f_live.html
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た人が 1人でもいるのは、指導不足と捉えられても

致し方ないのではないか。ぜひ活動の手引き・マニ

ュアルのようなものを作ってほしい。 

＜教育長＞ 

いつまでにとはお答えできな

いが、なるべく早くそのような

ものを作成する方向でいきたい。 

＜教育部長＞ 

パソコン管理システムについては、つくし野小と

鶴川中で導入済みだが、全校に広げる必要は認識し

ているものの、入力対応や人的配置などの問題もあ

り早急な実施は難しいと考えている。学校間は２０

０５年度にランで結ばれているが、今また新たにこ

こに学校図書館を結ぶネットワークを構築すること

は財政的に難しい。 

＜生涯学習部長＞ 

団体貸出については物流のあり方について検討中。

メール便を使うことは重くなってしまい難しい。そ

よかぜ号の利用も空き時間がほとんどなく難しい。

場合によっては宅急便などを利用するなどの方法が

考えられるので、現在検討中である。 

＜吉村＞ 

 小・中一貫カリキュラムの作成を予定とあるが、

このこととあわせ、そうした学校には専門・専任の

学校司書を入れるお考えはないのか。 

＜教育長＞ 

今のところ専門・専任の学校司書を入れる考えは

ない。 

 

 

質疑は 55 分の長丁場に及ぶものでかなり食い下

がっての質問でしたが、残念ながらほとんど現状維

持の回答にがっかりです。ただ昨年市立図書館協議

会で作成した提言が多く引用され、議員の間にもあ

まり知られていないこの提言が有効に利用されたこ

とは喜ばしいことでした。唯一成果としてあるのは、

司書教諭対象の研修会に今年度から図書指導員の参

加も認められたことでしょうか。多くの学校から要

望として挙げられている団体貸出の物流などについ

ては進展は見られず、検討課題として残されました。

これにめげず、これからも訴え続けていかなければ

ならないと感じました。吉村議員にも引続きご協力

をいただくとともに、他の議員にも働きかけを強め

ていきたいと思います。皆様のご協力を重ねておね

がいいたします。 

（水越） 

町田市立図書館協議会より 

今期町田市立図書館協議会では、特に情報サービス拠点としての役割をより一層市民に広めご理

解いただくために、市民向け講座をいくつか提案中です。それに先立ち 5月 30日、和光大学梅根

記念図書館を 5人の委員で見学しました。広い図書館内をゆっくり見学させて頂いただけでなく、

学生向けに行われている情報検索ガイダンスも体験させていただき、大変参考になりました。つづ

いて 6月 30日の定例委員会を地域館見学とし、４時間あまりをかけてすべての地域館を回ること

ができました。東西に長い町田市ゆえ 1館あたりに割ける時間が十分だったとはいえませんが、委

員がすべての地域館を見学できたことで、共通認識を持って新たな視点からこれからの図書館運営

について検討を加えることができそうです。様々な制約の中でそれぞれの地域館が創意工夫を凝ら

し、市民サービスに努めている様子が窺えました。これらの地域館の特色や独自性を尊重しつつ、

さらに発展した市民サービスのあり方を探っていきたいと考えます。（水越） 
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